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皆様こんにちは。今年最後

の会長挨拶となりました。こ

のところ会社の年賀状を取

りやめると言う案内が取引

先からやたらと来るように

なりました。うちの取引先所

謂東京本社の大手企業から

地場のゼネコンさんまで多

分 10 社以上から案内があり

ました。SDG の観点からとか環境保全の観点からとかの

理由で年賀状を取りやめるそうです。自分の会社はや

めませんが年賀状廃止の流れのようです。郵便局の宮

崎君・印刷会社の古賀君、頭痛いですよね、近年若い人

達は特にあけおめ！とかことよろとかラインやメール

での新年の挨拶に変わってきて親父世代の自分にした

ら「はっ！？」という感じです。 

何でも簡素化というのが世間の風潮なのでしょうが

何か殺伐とした感じが拭いきれません。長らく会って

いない友人やら先輩から頂く貴重な連絡が手紙や年賀

状の季節の便りの様に思います。メールやラインでは

表せない手書きの文面に人のぬくもりや思いをはせる

事が出来ると思います。アナログ世代大いに結構。今年

もご迷惑でしょうが皆様のご自宅に年賀状を送ります。 

大変寒波が厳しくなりました年末年始風邪など引か

れませんようにご自愛ください。今年最後の会長挨拶

といたします。 

 

 

 

 

１．例会変更・休会 
＊佐世保西ロータリークラブ 

１月１６日（火）１８：３０～  

セントラルホテル「西海の間」 ※長寿会のため 

 
＊佐世保東ロータリークラブ 

１月１１日（木）１８：３０～  

セントラルホテル「西海の間」 ※長寿会のため 

２．来信 
 ■ガバナー事務所 

 ・２０２３年決議審議会  決定報告書 

■ガバナーエレクト事務所 

 ・年末年始休業のお知らせ  

■ロータリー米山記念奨学会 

 ・ハイライトよねやま ２８５掲載のお知らせ 

 

 

 

 

  １２月 ７日 岩政 孝 ・敏子 ご夫妻 

１２月１６日 田端 真人・オリエご夫妻 

   １２月２５日 井手 陽一・美都子ご夫妻 

 

 

 

 

昭和２２年１２月 ９日 山瀧 正久君 

昭和２８年１２月１４日 大久保 厚司君 

昭和３６年１２月２３日 宮﨑 宗長君 

昭和４０年１２月２６日 岡  光正君 

昭和４３年１２月２４日 芥川 圭一郎君 

昭和４５年１２月３０日 宮崎 正典君 

昭和４７年１２月 ２日 稲次 賢一君 

昭和５１年１２月１０日 川上 仁哉君 

昭和５０年１２月２３日 川野 知文君 

本日の出席率９１.１１％：会員数５３名・出席３４名・欠席４名・出席規定免除会員７名・ビジター０名 

前々回の修正出席率９０.１５％：出席３８名・メークアップ０名・出席規定免除会員１０名 
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馬場 貴博会長・宮﨑 正典副会長・片桐 康利幹事 
先週末より急激に気温が下がり、ようやく冬らしく

なってきました。自分が言うのもなんですが、イン

フルエンザ等流行っていますので皆様体調管理にご

注意ください。本日の例会プログラムは前田眞澄直

前会長による卓話になります。今年最後の例会を飾

るに相応しい内容を、ご準備して頂いているとお聞

きしていますので非常に楽しみにしております。皆

様本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

山瀧 正久君 
今月で７６歳になりました。これからもよろしくお

願い致します。 

 

前田 眞澄君 
皆様本日は、直前会長卓話です。日頃あまり話をし

ない私が話しますので、皆さん心してお聞きくださ

い。というのはジョーダンです。たいした話はしま

せんので気楽に聞いて頂ければ幸いです。よろしく

お願い致します。 

 

宮崎 宗長君 
誕生日のプレゼントありがとうございました。馬場

会長と同じ６２歳になりました。 

 

八重野 一洋君 
今夜は第２回被選理事会です。あいにくの雪ではご

ざいますがご出席よろしくお願い致します。ニコニ

コします。 

 

香月 章彦君 
前田直前会長 ニコニコします。 

 

岡 光正君 
１２月２６日で５８歳になります。６０歳まであと

２年、５０代を楽しみたいと思います。 

 

芥川 圭一郎君 
２４日で５５歳です。イオンでＧＧＷＡＯＮ対象者

になりました。お祝いありがとうございます。 

 

宮﨑 正典君 
誕生祝いありがとうございます。５３歳です。父が

６０歳で他界したのであと７年間頑張ります。 

 

稲次 賢一君 
人生１００年、やっと折り返し突入です。人生まだ

まだ楽しんでいきます。 

 

川野 知文君 
誕生日のお祝いありがとうございます。今月１２月

２３日で４８歳になります。４０代残り２年、悔い

が残らない様に一年一年大事に過ごしていきたいと

思います。４０代で念願のヒラマサ２０kg超えを釣

りあげたいと思います。 

 

川上 仁哉君 
お誕生日のお祝いありがとうございます。 

 

田端 真人君 
先週土曜日に結婚記念のお花ありがとうございまし

た。あっと言う間に１周年になりました。今後もお

花を頂けるように仲良くしていきます。 

 

 

本日の合計      12,000 円 

本年度の累計    597,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 直前会長 卓話 ◆ 
 
直前会長 前田 眞澄君 
直前会長卓話と言う事で貴重な時

間を頂だいし、何を話そうかと非

常に悩んでおりましたが、新入会

員さんも増えた事も有り、改めて

私の会社の紹介や携わっている造

船業についてお話ししたいと思い

ます。私の会社ですが合資会社吉本組と吉本工業株式

会社の二つの会社を経営させていただいております。

どちらも業種は船舶造修業ですが㈾吉本組が母体と成

りますので、本日は㈾吉本組についてお話しします。

設立は１９６０年４月６日で、従業員は現在２５名、

主に船舶、鋼構造物、外壁の塗装工事と米軍の艦船修

理や米軍施設の外壁補修の工事を行っています。お取

引先は長崎県、佐賀県の造船所様やプラント工事を全

国展開しています塗装業者様、米軍工事のコントラク

ター様そして公共工事分野で佐世保市様とのお取引を

させて頂いております。 

次に私の会社が仕事をしています日本の造船業界に

ついてお話しさせて頂きます。日本の造船業界は戦後

欧米が中心でしたが、１９５６年には日本が世界市場

の２６％を占め、トップに躍り出ました。そして１９

６０年代後半から１９７０年代中頃にかけては、世界

シェアが５０％近くに達し造船業界はものづくりで高

度成長を成し遂げた日本を象徴する産業と成りまし

た。余談ですが、時を同じくして㈾吉本組も新たに社

名を㈾吉本協運と改名し長崎を中心に広島や佐世保に

出張所を設置し業績は右肩上がりでした。その後、先

代の逝去により私の父が代表者として㈾吉本組を復活

継承し、佐世保重工業様の構内業者として業務を行い

ました。 

日本の造船業界はしばらくの間、シャア的には大半
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を日本と欧州で進、後退しながら進んでおりましたが

１９９０年代後半から韓国の台頭により徐々に日本造

船所は劣勢に陥り２０１１年には新たに中国が急成長

し、現在の造船業における世界シャアは韓国、中国に

次いで日本は３位にとどまり、ここ近年はその順位で

推移している状況です。 

日本に於いての今後の造船業界は造船を含むプラント

やその他の製造を兼業している重工業系の大手は造船

業界からの撤退。造船を主業としている造船所は合併

や資本提携等による連携を図り、スケールメリットや

協力体制によるそれぞれの強みを増強し、韓国、中国

の造船所に対抗して行っていく。の二極化が進んで行

くと思います。事例としまして今年、年明けに日本で

一番建造量を有する今治造船所と二番手の JMUが新会

社を設立し、その後に三菱造船が新たに加入していま

す。同じように韓国や中国でも造船所同士の合併が進

んでおり、それに対抗する為です。また、合併や技術

提携を行う理由として、これからの日本の造船所の目

指すところはＩＭＯ（国際海事機構）の提唱する２０

５０年までにＧＨＧ（温暖化効果ガス）の半減やその

ルールの策定により、それに適合する船を開発しなけ

ればならない環境が生まれてくる中で、圧倒的な技術

力の高さを最大限に生し、そのチャンスを確実にもの

にすることでも有ります。今後、１０年スパンでは有

りますが日本の造船界が再び世界１のシェアを有する

時が必ず来ると思いますので、ご期待ください。 

 

 

 

 

 

 

ＳＡＡ：鶴田明敏君 

次回例会１月１１日１８：３０～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 挨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


